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センチピードグラスや
バーミューダグラスにも使えます

センチピードグラスや
バーミューダグラスにも使えます

シバゲンDF散布

20g×15袋／100g×3袋

■適用雑草と使用方法
作物名 適用雑草名 使用時期 １㎡当たり使用量 本剤の

使用回数 使用方法 フラザスルフロンを含む
農薬の総使用回数薬量（ｇ） 希釈水量（L）

日本芝

一年生雑草
多年生広葉雑草

雑草発生初期　
0.01～0.03

0.1～0.2

３回以内 散布 ３回以内

秋冬期雑草発生前 0.2～0.3
ヒメクグ

春夏期雑草発生初期 0.1～0.2ハマスゲ	
スズメノヒエ 0.02～0.04

西洋芝
（バーミューダ
グラス）

一年生雑草
多年生広葉雑草

雑草発生初期
0.01～0.03

0.1～0.2
秋冬期雑草発生前 0.2～0.3

ヒメクグ 春夏期雑草発生初期 0.1～0.2ハマスゲ 0.02～0.04

センチピード
グラス

一年生雑草
多年生広葉雑草

センチピードグラス生育期
（ほふく茎伸長始期以降　
ただし、萌芽期を除く）
（雑草生育初期
（草丈20ｃｍ以下））

0.01～0.03 0.1～0.2

作物名 適用場所 適用雑草名 使用時期 １㎡当たり使用量 本剤の
使用回数 使用方法 フラザスルフロンを含む

農薬の総使用回数薬量（ｇ） 希釈水量（L）

樹木等
公園、庭園、提
とう、駐車場、宅
地、鉄道等

一年生雑草
多年生広葉雑草

雑草生育初期
（草丈２０ｃｍ以

下）
0.02～0.04 0.1 ３回以内

植栽地を除く樹
木等の周辺地に
雑草茎葉散布

３回以内

シバゲン DFの樹木に対する影響
・芝生内および周辺に植栽されている樹木、花き類等には直接薬液がかからないように注意してください。
・樹木の茎葉部に薬液が付着した場合、常緑樹では比較的影響は少ないですが、一部の樹種で新梢の生育抑制、葉の黄化など一過性の
薬害が見られる場合があります。
・落葉樹の場合、サンゴジュなど一部の樹種で新芽の淡色化、落葉、枝枯れなどの強い薬害が発生するものがあります。
・薬害は薬液付着部にかぎられ、他の部分が影響を受けることはありません。

常緑樹
樹種名 茎葉　土壌 樹種名 茎葉 土壌

アオキ 〇 〇 ツゲ 〇 〇
オウゴンヒバ 〇 〇 ツバキ 〇 〇
クチナシ 〇 〇 トベラ 〇 〇
サザンカ 〇 〇 ハクチョウゲ 〇 〇
サツキ 〇 〇 ベニカナメ 〇 〇
ジンチョウゲ 〇 〇 マメツゲ 〇 〇
スギ 〇 〇 ヤマモモ 〇 〇
アセビ △ 〇 ヒマラヤシーダ △ 〇
カイズカイブキ △ 〇 ヒラドツツジ △ 〇
タマツゲ △ 〇 マツ（幼木） △ 〇
サンゴジュ × 〇

落葉樹
樹種名 茎葉 土壌

ドウダンツツジ 〇 〇
キヅタ △ 〇
コデマリ △ 〇
ユキヤナギ △ 〇
レンギョウ △ 〇
アジサイ × 〇
アベリア × 〇
ウコギ × 〇
ナシ × 〇
ボケ × 〇

日本植物調節剤研究協会委託試験結果および石原産業（株）中央研究所試験結果

処理薬量：シバゲンDF　0.04ｇ／㎡　処理方法：茎葉・・・茎葉に直接処理　土壌・・・株元土壌処理	 　〇・・・影響なし　△・・・軽い薬害　×・・・強い薬害

ホームページの
製品情報へ

効果・薬害等の注意事項
●茎葉処理の際は展着剤を加用し、加圧式散布機を用いて雑草の茎葉部に均一に付着する
ように散布してください。
●広葉雑草のうちイヌホオズキ、オオイヌノフグリ、セイヨウタンポポ、ツユクサには効果が劣る
ので、これらの雑草が優占する場所では使用しないでください。
●本剤は遅効性で、雑草が完全に枯れるまで春夏期で２０～３０日、秋冬期で３０～４０日程度
かかるので、誤ってまき直しなどしないよう注意してください。
●散布後６時間以内の降雨は効果が下がるので、天候を見極めてから散布してください。
●寒地型西洋芝では薬害を生じるので使用しないでください。特にゴルフ場で使用する場合
は、寒地型西洋芝を使用しているグリーンやティーグランド周辺では使用しないでください。
●芝の生育が劣っている場合や生育初期に使用する場合、葉に黄変を生じることがあります
が、その後の生育に影響はありません。

※空袋は圃場などに放置せず、適切に処理してください。※本印刷物は2022年6月時点での知見に基づいて作成しています。

●日本芝、バーミューダグラスにはターフを形成してから使用してください。
●センチピードグラスには以下に注意して使用してください。
（１）播種後からほふく茎伸長始期までは強い薬害が生じるので使用しないでください。
（2）水田畦畔では使用しないでください。
（3）散布後一時的に茎葉が赤褐色を呈することがありますが、その後回復します。
（4）萌芽期には、薬害を生じるおそれがあるので使用しないでください。
●草花、樹木の新葉等には薬害を生じるおそれがあるので、それらにかからないように注意して
散布してください。
●のり面では近傍へ流入するおそれがあるので使用しないでください。
●使用後、タンク、ホース、ブーム、ノズル内に薬液が残らないよう散布器具は十分に洗浄し、
他の用途に使用する場合、薬害の原因にならないよう注意してください。

●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●小児の手の届く所には置かないでください。



農林水産省登録 第22150号

有効成分 フラザスルフロン…25.0％（除草剤分類2）

人畜毒性 普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

グリーンアージラン液剤、グリーンアージラン液剤、

グリーンアージラン液剤

グリーンアージラン液剤

グリーンアージラン液剤


